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「すべての人々が
  人間らしく生きられる
 豊かな地球を、
 未来のこどもたちへ」
　生協は2021年に「生協の2030環境・サステナビリティ政
策」を策定しました。この政策は、持続可能な社会を実現する
ために、全国の生協の事業と活動で推進する2030年までの
政策です。上記のスローガンのもと、10の行動指針と5つの
目標の実現を社会に約束しています。

正規職員 約3万人組合員 約2千3百万人
ひと

店舗数 約920店
宅配車両（委託含む）

約2万5千台
もの

出資金
約7千8百億円 約3兆1千億円

総事業高

包括連携協定

自治体との協定締結数
約190件

地域見守り協定

緊急時物資支援協定等
約1,290件
(全市区町村の約74%)

※上記の数値は自治体との協定締結数を除き2022年度実績です

約950件

で見る生協（コープ）数字

エシカル消費に対応
した商品を拡大・普及
させ、エシカル消費に
共感できる消費者を
社会の中に増やして

いきます

行動指針1

生協の環境・サステナ
ビリティに関わる取り組
み状況を積極的に公
開し、社会との対話を

進めます

行動指針10

環境・サステナビリティ
に関わる諸課題を解決
するために、新たな協
働の取り組みにチャレ

ンジします

行動指針9

サプライチェーンを通
して、人権を尊重し環
境に配慮した「責任あ
る調達」を進めます

行動指針7
生協事業で使用する
プラスチック製容器
包装と紙を削減しま
す。また、持続可能な
原材料への切り替え

を進めます

行動指針4

生協事業から排出され
る容器包装等の回収・
リサイクルを、組合員と
ともに推進します

行動指針5

生協事業ならびに組合
員家庭から生じる食品
廃棄物・食品ロスの削

減を進めます

行動指針6

生協事業のサプライ
チェーン全体と、組合員
の生活における温室効
果ガス排出削減に取り

組みます

行動指針2

組合員とともに環境保
全活動を推進し、自然
共生社会の実現を目指

します

行動指針8
再生可能エネルギー
の開発を通して、日本
における再エネ導入
量を増加させるととも
に、持続可能な地域
づくりに貢献します

行動指針3
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生協の2030環境・
サステナビリティ政策
「10の行動指針」

つの数値目標と生協の
環境・サステナビリティの取り組み５

目標2

52生協615か所で、約
2億kWhの再生可能
エネルギーを創出して
います

風力発電やバイオマス
発電、小水力発電、
ソーラーシェアリングに関わっています

地域と連携し再生可能エネルギーの開発を進めています

2030年までに年間発電量
4億kWhの再生可能エネルギーを
開発します

画像提供：生活クラブ連合会（ソーラーシェアリング）

※1 全国の生協が調達している電気の、電源構成における再生可能エネルギーの割合
※2 オゾン破壊係数がゼロであり、代替フロンと違って地球温暖化係数が低い冷媒のこと

目標１

再生可能エネルギーの利用
を積極的に進めています
（再生可能エネルギー導入率
44％※1）

配送トラックのEV化につい
て実用性の調査と段階的な導入を進めています

省エネ設備やノンフロン※2の冷蔵冷凍ショーケースを導入し
たエコストアを出店しています

CO2排出量を2030年に
40％削減（2013年度比）します

画像提供：パルシステム神奈川（EVトラック）

食品リサイクルを積極的に進めています（食品リサイクル率は全国生協の平均で78%※5）

キズやサイズ違いで規格外になる農産物や天候被害果実などを販売しています

店舗では期限が近い商品の購入を促す「てまえどり」運動を展開しています

食品廃棄物を2030年に50％削減（2018年度比）します

画像提供：コープデリ連合会（フードドライブ） ※6

目標3

食品トレイや卵パックに使うプラ
スチックの削減を進めています

店頭や宅配のお届け時に容器
包装などを回収しています※3

回収したペットボトルなどをリサ
イクルする取り組みを広げてい
ます

使い捨てプラスチック容器包装の
使用量を2030年に
25％削減（2018年度比）します

画像提供：コープかごしま

※3 飲料紙パック約4,400トン、ペットボトル約
3,400トン、食品トレイ約2,000トン、卵パック約
2,100トン

アプリやWebカタログの利用
を広げて、紙の商品カタログ
の配布停止を選択できる仕
組みを導入しています※4

41生協が商品カタログに再
生紙や認証紙などを使用して
います

商品カタログに使用する
紙使用量を2030年に
25％削減
（2021年度比）します

※4 すべての生協の事例ではありません

※数値は日本生協連が65生協を対象に実施した調査実績（2022年度）です。本紙に記載の事例はすべての生協が実施している内容ではなく、
特定の生協で実施されている事例も含まれています。

　各目標に対する到達点や詳細についてはサステナビリティレポート本体に掲載しています。表紙の二次元コードからご確認ください。

目標5

※5 食品廃棄物の発生量のうち、飼料や肥料等に再生利用した量の割合
※6 家庭で余っている食べ物を学校や職場などに持ち寄り、それらを取りまとめて地域の福祉団体や施設、フード
バンクなどに寄付する活動。生協では、店舗や宅配で購入した商品をその場で寄付する活動も行っている。

画像提供：コープさっぽろ

目標4



コープサステナブルアクション

　2023年は「コープサステナブルアクション」を実施し
ました。生協の組合員を中心に、環境や社会問題につ
いてともに「知り」「学び」「アクションする」仲間を増や
し、持続可能（サステナブル）な世界の実現を目指す取
り組みです。2023年は37の生協が参加しました。
2024年度もより多くの人が取り組めるよう、内容をアレ
ンジして実施していきます。

　くらしの中で最も身近な「食」を題
材に、サステナブルに配慮したレシ
ピアイデアのコンテストを開催しま
した。

　「いきものコレクションアプリ『Biome（バイオーム）』」内でクエストと呼ばれるイベントを開催し
ました。いつ、どこで、どんな生き物に出会ったかをアプリに投稿すると、そのデータが生物多様
性保全のために活用されます。ゲームのように楽しみながら生き物について学べるため、会員生
協の環境保全にかかわる活動の中で取り組まれました。

　日々 の暮らしの中にあるサステナブルな事例を「家の中」
「外出中」「お店の中」の3シーンごとに紹介。サステナブルは
むずかしいことではなく、身近な存在であることに気づく
きっかけづくりとなります。

　「エシカル」「脱炭素社会」「循環型社会」「生物多様性」の
4テーマについて、学びを深めるコンテンツ。いま起きている課
題について知り、何ができるかを考えるためのヒントになります。

　専門家や活動
団体からの学習
講演やトークセッ
ションをとおして、
「エシカル」「地球
環境」「未来」の3
つのテーマについ
て考えるオンライ
ンイベントを開催
しました。

画像提供：福井県民生協

画像提供：京都生協
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